
図書館利用を促し
学びの質を高める

学び合いの場として
図書館全体が活性化

学生スタッフの活用で
学生視線による改善も

自ら学ぶ力、考える力を
支援する図書館づくり

東京女子大学は、図書館を従来の資料・情報を提供する場から、学生の学びを支援する場へと
変えようという考えのもと、2007年から新しい取り組みを始めた。学生のニーズをくみ取り、
他部署との連携を図って体制を整えた結果、新しいタイプの大学図書館として注目を集めて
いる。自ら学ぶ力・考える力を伸ばすことにつながった図書館の取り組みを紹介する。

東京女子大学

　東京女子大学では、少人数教育のも
と、ディスカッションや研究発表など
を取り入れた演習形式の授業が多く行
われている。そのため学生は、図書館
の資料等を利用して、事前準備に多く
の時間を割くことが不可欠となる。
　だが、図書館の利用者数は年々減少
傾向にあった。理由は大きく2つ。1
つは、自ら学ぶ学習習慣・態度が身に
付いておらず、豊富な図書資料を十分
に活用できない学生が増えているとい
うこと。
　もう1つは、施設・設備面での課題
だ。館内には学生がグループワークを
行えるスペースが限られていた。パソ
コンは OPAC（オンライン蔵書目録）
検索のみを目的に設置され、レポート
の作成等には活用できなかった。
　そこで打ち出されたのが「滞在型図
書館」というコンセプトだ。「学生が
図書館に長時間滞在し、一連の学習活
動をすべて館内で行えるよう施設・設
備を整えるとともに、図書館の資源を
有効に活用してより質の高い学びをし

てもらうためのサポート体制を充実さ
せる必要があると考えた」と兼若逸之
図書館長は語る。
　この計画は、「マイライフ・マイラ
イブラリー：学生の社会的成長を支援
する滞在型図書館」として文部科学省
の学生支援 GP（2007～2010 年度）
に選定され、一気に動き出した。プロ
グラムの構想を練り、運営を担う委員
会のメンバーには図書館長・職員のほ
か、情報処理センター長、キャリア・
センター長、学生委員長も加わり、全
学的な取り組みとしてスタートした。

　施設・設備面については、１階を全
面的に改修。48台のパソコンを設置
した「メディアスペース」では、検索
だけでなく論文やレポートの作成に取
り組めるようになった。
　「コミュニケーション・オープンス
ペース」は、グループ学習を想定して
設置。机や椅子の配置を自由に換える
ことができ、貸し出し用ノートパソ
コンを使って論文作成等ができる場

にもなっている。
　「プレゼンテーションルーム」は、
プレゼンの際に必要な各種設備・機器
を完備しており、ゼミでの発表や準
備、図書館主催の初年次学習支援講習
や情報リテラシー講習等に利用してい
る。プレゼンテーションルームを設置
したのは、普段図書館になじみのない
学生が、この部屋の利用をきっかけに
館内の雰囲気を知り、利用のハードル
を下げるねらいがあった。館内であれ
ば、書架の図書資料を研究発表に活用
しやすいというメリットもある。
　１階の特徴は、「図書館は静寂であ
るべき」という既成概念にとらわれ
ず、学生が仲間と活発に議論ができる
環境を提供している点だ。その結果、
図書館が調べ物や読書の場としてだけ
でなく、学生同士の学び合いの場とし
ても機能することになった。
　橋本春美図書館課長は、「１階の改
修によって、ほかのフロアの利用も活
性化した」と語る。論文やレポートを
作成するときには、紙情報と電子情報
の両方の活用が不可欠である。１階で
パソコンを使って論文を書いていると
きにも、必要に応じてほかのフロアか
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ら関連書籍を持ち出し、再び１階に
戻って、ネットと書籍の両方の情報を
参照しながら取り組む、といった姿が
日常的に見られるようになったとい
う。単に滞在するのではなく、学習す
るために滞在する図書館へと生まれ変
わった。

　図書館内の施設・設備や資料を活用
するうえで、欠かせない役割を担って
いるのが、学生アシスタントである。
　従来、返本作業のために学生アルバ
イトを採用していた。学生が目当ての
蔵書を探せないとき、以前にも図書館
職員ではなく、学生アルバイトに質問
する姿が見られた。学生同士の気軽さ
があるのだろう。その姿が印象に残
り、アシスタントには学生を採用し
た。学生視線による改善ができるとい
う考えもあった。

　学部の学生が論文やレ
ポートを作成する際に、図
書館資料を活用した書き方
などについて大学院の学生
が相談に乗る「学習コンシェ
ルジェ」、パソコンの操作説
明やトラブル対応を行う「シ
ステム・サポーター」など、4
種類の学生アシスタントに
よるサポート体制を整えて
いる。
　学生アシスタントのしく
みは、サポートする側、さ
れる側の双方にメリットが
ある。一般学生をサポート
するには、まず学生アシス
タント自身が図書館の利用
方法に精通する必要がある。
そして、一般学生に有効に
活用してもらうために必要

なサポートとは何かを互いに考え、議
論し、改善策を図書館職員に提案す
る。次第に課題を見出す力、それを解
決する力が身に付いていくという。
　一般学生は、学生アシスタントから
図書資源の見つけ方、活用方法を学
ぶ。東京女子大学は演習形式の授業が
多く、課題もよく出されるため、調査
や発表の練習が欠かせない。図書館を
うまく使いこなせれば、授業に適応で
き能動的に取り組めるようになる。
「学力の向上に直接結びついているか
どうかの検証は難しいが、図書館の利
用を通して自ら学ぶ力・考える力が培
われているのではないか」と橋本課長
は言う。
　図書館では、ほかにも学びを支援し
ている。「情報検索ガイダンス」や「基
本的なレポートの書き方ガイダンス」
などの情報リテラシー講習だ。図書館
利用の知識が浅い新入生や、卒論を控
えて本格的に図書館を利用し始める３
年生を対象に、職員と学習コンシェル

ジェが講師を務める。
　「大学の学習では、自分で課題を発
見し、調べ、考え、表現することが大
切であり、そのためには図書館の利用
が不可欠になる」ことを学生に意識付
けることによって、利用を促すととも
に、利用の質を高めることがねらい
だ。この講習を、授業に組み入れてい
る教員も多く、互いに協力し合ってい
る。
　蔵書という資源、プレゼンテーショ
ンルームなどの施設、教員・学生のサ
ポートという人材、これらすべてを融
合できるのが図書館であるという考え
に基づいた学びの支援が実行されたと
いえる。
　従来の資料・情報提供の場から、学
生の学びを支援し、深める場へと、大
きく変化した。兼若館長は「本学図書
館は、次のステージをめざす段階にあ
る」と語る。
　「本学の学生は、教員から与えられ
た課題については、時には1人で、時
には互いに協力しつつ、図書館の資源
を有効に活用して取り組む力を身に付
けてきたように思う。図書館側もそう
した力を育成するための支援体制を整
えてきた。次に求められるのは、与え
られた課題をこなすだけではなく、自
らの問題意識に基づいて課題を発見
し、解決する力を培うこと」。現状に
満足せず、次の一歩をどう踏み出す
か、検討している。
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図表 図書館　1階平面図

特別企画 新しい学びを支援する大学図書館
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